





















































































































グ材の交換 ⑪手袋の廃棄 ⑫手指衛生 ⑬ゴミを捨てる ⑭手指衛生
教育前 80.0% 70.0% 90.0% 100.0% 100.0% 90.0% 100.0% 20.0% 90.0% 100.0% 100.0% 60.0% 100.0% 70.0%
教育後 80.0% 90.0% 100.0% 100.0% 100.0% 80.0% 90.0% 90.0% 100.0% 100.0% 100.0% 80.0% 100.0% 90.0%
表1　手順別実地割合
表2　手順別実地割合 表3　個人別実地割合
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Ⅵ．考　察
　今年度も指導前と指導後では手順遵守率は向上
することがわかった．今年度は指導前調査結果で
遵守できなかったところを中心に個人的に指導を
行った．その結果主に指導したところの遵守率は
上昇している．しかし，指導前にできていたとこ
ろが指導後できなくなっている人もいた．遵守で
きなかった箇所ができるようになることは大事だ
が，なぜこの手順がこのタイミングで必要なの
か，大事であるのかその必要性を指導していく必
要があると感じた．
　また，手順が遵守できていないところは，手指
衛生のところであった．まだ手指衛生のタイミン
グの理解が不十分だと考える．日ごろから手指衛
生向上のために声掛けをしたり，パソコンやス
タッフステーション内に手指衛生の「6つのタイ
ミング」のポスターを掲示したりしている．手指
衛生のタイミングを覚えてもらえるように働きか
け続けることが必要だと認識した．
　今回調査を行い，⑧手指衛生・未滅菌手袋をす
るところの遵守率が非常に低かった理由に擦式ア
ルコール手指消毒剤の準備が不十分だったことが
挙げられる．CVドレッシング交換のために準備
したものをビニール袋に入れそれだけを持ってい
く習慣がついていた．イラスト手順書がそのよう
になっているためだと考える．この箇所は消毒前
の工程であり手順の中でも大事な部分であるた
め，イラスト手順書を見直し再作成していく．
　今年度CVカテーテルドレッシング交換につい
て積極的に指導を行っていなかったが，手順遵守
率は指導前で8割以上と高い結果が出ている．手
指衛生のタイミングの課題はあるが，CVカテー
テルドレッシング交換が当病棟にとって大切な看
護の一つであると認識されているからこその結果
であると考える．
Ⅶ．まとめ
　感染管理ベストプラクティスを行うことにより
手順遵守率が向上することが再認識された．看護
の質の向上のためにも今後も感染管理ベストプラ
クティスを行っていきたいと考えている．また，
イラスト手順書の見直しを行いスタッフへの指導
も行っていく．そして，新採用者が配属された時
にも指導を行っていくよう計画していく．手指衛
生の「6つタイミング」について周知され実施さ
れるよう活動を継続していく．今後も感染リンク
ナースとして感染対策に対しての良い習慣をス
タッフに身に付けてもらえるよう努力していきた
い．
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